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以下の A と B の２つの文章を読んで、問に答えなさい。 

A 

気候変動については、世界各地で様々な気象災害が発生している中、問題解決に向けた行動は

不十分であり、気温上昇を 1.5℃に抑えるために世界全体で更なる対策が必要です。生物多様性

の損失においても、気候変動による影響に加えて、地球上の種の絶滅の速度の加速、需要の増加

や技術の進歩による過剰利用や、里地里山の管理不足等により生態系のバランスが崩れ、生態系

サービスの恩恵を受け続けることが今後困難になる可能性が高く、それを食い止めるために適切

な対策を講じる必要があります。全体として、地球規模での人口増加や経済規模の拡大の中で、

人間活動に伴う地球環境の悪化はますます深刻となり、地球の生命維持システムは存続の危機に

瀕しています。 

こうした全体像を俯瞰的に把握していくことが重要です。人間活動による地球システムへの

様々な影響を客観的に評価する方法の一例として、地球の限界（プラネタリー・バウンダリー）

という注目すべき研究があります。この研究によれば、地球の変化に関する各項目について、人

間が安全に活動できる範囲内にとどまれば人間社会は発展し繁栄できるが、境界を越えることが

あれば、人間が依存する自然資源に対して回復不可能な変化が引き起こされるとされています。 

このプラネタリー・バウンダリーに、水、食料、ヘルスケア、住居、エネルギー、教育へのア

クセスなど、人間にとって不可欠

な社会的ニーズに関する最低限の

基準の充足度を示した社会の境界

（ソーシャル・バウンダリー）を

加えた研究があり、人間の経済の

「安全な活動空間」を定義してい

ます。ドーナツ型の図（図 1）

は、プラネタリー・バウンダリー

とソーシャル・バウンダリーの両

方を表しています。人間活動が地

球の生態学的上限を超えず、人類

が社会的基礎の下に落ちない領域

を「ドーナツ内での生活」と言い

ます。この領域では、well-being に

焦点を当てた経済が繁栄すること

ができますが、現実には世界中で

多くの人々がソーシャル・バウン

ダリー以下の状況で生活していま

す。 

（令和 5 年版 環境・循環型社

会・生物多様性白書より抜粋，一

部改変） 

 

 

資料： ローマクラブ Sandrine Dixson-Declève ほか

「Earth for All：A SURVIVAL GUIDE for Humanity」よ

り環境省作成 

図１「ドーナツ内での生活」（プラネタリー・バウ

ンダリーとソーシャル・バウンダリー） 



 
 
 

以下に記入すること 

B 

「目標を変える」に関する第二の論点は、「経済主導の GDP の成長」か「人類の繁栄」かで

ある。ラワース（Raworth, 2017）の論旨は明瞭であり、「GDP というカッコウが巣から追い出さ

れるのは時間の問題」とみて、「今は、大事なことは何かについて、もう一度語るべきときだ」

という。大事なことは「尊厳と機会とコミュニティの世界」として、今世紀の指針としての「ド

ーナツ」にみんなが入ることになる。本書のキーワードになったドーナツは「21 世紀のコンパス」

として、図式化されている（前出 A の図 1）。「すべての人のニーズが満たされ、なおかつ人類

全員が依存している生命の世界が守られる未来がある」。 

具体的には、中心部に置かれた「社会的な土台」の「不足」が強調される。そこでは順不同で、

「食糧」「健康」「教育」「所得と仕事」「平和と正義」「政治的発言力」「社会的平等」「男

女の平等」「住居」「ネットワーク」「エネルギー」「水と衛生」が配置された注 1）。しかしこ

の 12 分野には、「付録」としてわずか 20 の指標が掲載されただけである。（中略） 

また、その「環境的な上限」についての扱いも「社会的な土台」と同じく並列しただけであっ

た。地球環境 9 つの側面、すなわち「気候変動」「海洋酸性化」「化学物質汚染」「窒素及び燐

酸肥料の投与」「取水」「土地転換」「生物多様性の喪失」「大気汚染」「オゾン層の減少」注 2）

がラワース本では項目的に羅列されただけである。注目しておきたいのは、単一の指標値に依存

する形式で、「地球環境の許容限界を超えている項目」として、「気候変動」「窒素及び燐酸肥

料の投与」「土地転換」「生物多様性の喪失」があげられている点である。掲げられた具体的な

データをみると、「気候変動」では、「大気中の二酸化炭素の濃度」であり、現在は 400ppm で

上昇中（悪化）とされる。「土地転換」とは「人類による伐採が始まる前の森林の面積に対する

現在の森林の面積の割合」が「許容限界」の 75％をはるかに超えて、現在 62％まで下降してき

たことを「悪化」としている。この定義で言えば、明治初年にはほぼ全道が原生林であった北海

道の「土地転換」などは「極悪」になるのだろうか。（中略） 

「成長を活用するけれど期待せず、成長に対処するけれど依存せず、成長を受け入れるけれど

求めない」などは言葉の遊びとしか思えない。そして「GDP が成長してもしなくても繁栄できる」

という文章を繰り返す。ラワースは「高度大衆消費時代」で止まっている 1960 年発表のロスト

ウの「成長の 5 段階」を紹介した後、それを否定して「強制着陸」させようとした。（中略） 

「経済学の専門的見地からいえば、成熟に近づき、さらにそれを越えて進んでいくにつれて、

社会の関心のバランスは供給から需要へ、生産の問題から消費の問題へ、そしてもっとも広い意

味での福祉の問題へと移っていった」（ロストウ、1960）。このロストウの経済成長段階論は、

現在のグローバルノースのその後の推移を見ると、おおむね納得できる。しかし、かりにようや

く成熟期に差し掛かった国で、「高度大衆消費時代」を省略したままに「強制着陸」させると、

どうなるか。そこでは「高度大衆消費」が無くなるのだから需要は伸びず、消費は停滞するか縮

小して、最終的な福祉国家には程遠くなるであろう。そうなると、今日の成熟期前のグローバル

サウス（GS）のすべてが困るはずである。なぜなら、これから化石燃料に依存しての離陸を模

索している段階にあるからである。これらの矛盾は 2021年 11月の COP26で証明された通りであ

る。そしてまた、GS と同じく無理やり「強制着陸」させられた先進国でも「成長」しなくなる

のだから、剰余価値としての GS向けの ODAや各種の借款や支援事業などは減少させざるを得な

くなる。（中略） 

【裏面につづく】 

非公開 



 
 
 

以下に記入すること 

「人生にとって何がほんとうにたいせつか一概にはいえない」が、「幸せを増進する」ことだ

として、ラワースは① 周囲の人々とつながる、② 体をよく動かす、③ 世界に関心をもつ、④ 新

しい技能を身につける、⑤ 他者に与えるを引用した。ただし、この 5 点をきちんと論じられる単

一の学問はなく、医学はもちろん少なくとも社会学や心理学の成果と「法則」を借りなければ、

経済学だけではいかんともしがたい領域である。しかし、これが全篇で強調された「成長しても

しなくても、繫栄できる経済の創造」の結論になるのだとすれば、「鉛筆を手に取って、描けば

いい」程度ではどうにもならない。なぜなら、「未来像は信じがたいほどぶつかり合い、相反す

る社会的利害であふれかえっている」（アーリ、2016）からである。「思想は結果をもたらすし、

誤った思想は破壊的な結果をもたらしうる」（ハーヴェイ、2011）。それは、全体主義や独裁政

治などの歴史が教える通りである。 

（金子 勇，『「脱炭素と気候変動」の理論と限界』2022 年より抜粋，一部改変） 

注１）「食糧」「所得と仕事」「男女の平等」「水と衛生」の用語は、図１とは表記が異なって

いるが、同様の内容を示している。 

注２）「海洋酸性化」「化学物質汚染」「窒素及び燐酸肥料の投与」「取水」「土地転換」「オ

ゾン層の減少」の用語は、図１とは表記が異なっているが、同様の内容を示している。 
 
 
 

（１） A と B の 2 つの文章について、解答用紙の範囲内でそれぞれ批判的に論評しなさい。 

 

（２） （１）で解答した批判的論評を前提として、プラネタリー・バウンダリーとソーシャ

ル・バウンダリーの両立について、あなたの考えを解答用紙の範囲内で論述しなさい。 

 
（解答欄は次の用紙にあります） 
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（１）解答欄（30 行） 
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（２）解答欄（30 行） 
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